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平成２１年６月２０日現在 

研究成果の概要：富美文庫所蔵の江戸時代の絵入本及び絵巻コレクションを調査し、その全容 

を明らかにした。同コレクションは絵入本10件 27 冊及び絵巻６件 12巻からなり、その大半は 

奈良絵本・絵巻と通称されるものである。主題は古典、舞の本、お伽草紙、風俗に分類される。 

これらの全作品について、基礎データの収集、写真撮影、本文（詞書）の翻字、絵の分析等を 

行い、解題を作成した。また、一部の作品については個別に考察を加え、同主題の作品や様式 

的に近似する作品と比較した。 

交付額 
（金額単位：円） 

直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 2,300,000 690,000 2,990,000 

２００８年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

年度 

年度 

年度 

総 計 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：哲学・美学・美術史 

キーワード：日本絵画史 絵入本 絵巻 物語絵 奈良絵本 お伽草子 舞の本 富美文庫 

１．研究開始当初の背景 
（１）研究対象 

本研究は、富美文庫所蔵の江戸時代の絵入 
本及び絵巻コレクションの調査を主目的とす 
る。当該コレクションは絵入本 10 件 27 冊、 
絵巻６件 12巻からなり、いずれも肉筆による 
美麗な作品である。しかし、これまでいかな 
る分野からの調査もなされたことがなく、そ 
の存在はまったく知られていなかった。した 
がって、その全容を明らかにすることは、美 
術史はもとより国文学、書誌学、文化史、社 
会史、風俗史等の分野にも大いに有益である 
と思われる。 

当該コレクションのうち絵入本 10件は、い 
わゆる「奈良絵本」と通称されるものである。 
また、室町時代から江戸時代にかけては、題 
材、絵画様式、制作環境及び作品享受等の種々 
の点において、この奈良絵本ときわめて密接 
な関係を有する絵巻の一群が制作されている。 
このため、近年はこれらの絵巻群も含めて「奈 
良絵本・絵巻」として一括して論じられる傾 
向にあるが、当該コレクションの絵巻６件の 
うち３件は、これに該当するものである。し 
たがって本研究の中核は、事実上、新出の奈 
良絵本・絵巻コレクションの調査であると言 
ってもよい。残る絵巻３件のうち１件は、近 
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年多くの作例が紹介されつつある江戸時代の 
白描物語絵の一例であり、その系譜上に位置 
づけられるべきものである。また、残る絵巻 
２件は風俗を主題としたものであり、江戸時 
代の風俗画のジャンルにおいて考察されるべ 
きものである。 

なお、当該コレクションの各作品の考察に 
あたっては、同種作品群との比較検討が重要 
であり、可能な限り、それらも調査及び研究 
の対象に含めることとする。 

（２）「奈良絵本・絵巻」研究の現状 
上述のごとく、本研究の中核は新出の奈良 

絵本・絵巻コレクションの調査である。「奈 
良絵本」は、室町時代後期から江戸時代前期 
にかけて制作された挿絵入りの冊子で、題材 
には古典、お伽草紙、幸若舞、浄瑠璃などが 
取り上げられている。現存例としては、国内 
では国文学研究資料館、京都大学附属図書館、 
慶應義塾大学図書館など、また海外ではチェ 
スター・ビーティー・ライブラリー、大英図 
書館、ニューヨーク公共図書館などが所蔵す 
るコレクションが著名である。 

ところが、このように大量の作品が現存す 
るにもかかわらず、奈良絵本についての本格 
的な研究が始まったのは比較的近年のこと 
である。特に注目されるのは、1978 年にロン 
ドン、ダブリン、ニューヨークで、また 1979 
年に東京、京都で開催された奈良絵本国際研 
究会議であり、その成果は『在外奈良絵本』 
（同会議編、角川書店、1981 年）及び『御伽 
草子の世界』（同会議編、三省堂 1982 年） 
として刊行された。これらは美術史、国文学、 
その他の分野からの総合的な研究による成 
果であった。 

しかし、その後の研究はもっぱら国文学が 
主導することとなり、新資料の紹介や類本研 
究が進められている。最近の成果としては、 
個別の作品論のほか、京都大学文学部国語国 
文学研究室編『京都大学蔵むろまちものがた 
り』 (臨川書店、 2000～03 年)、徳田和夫編『お 
伽草子事典』（東京堂出版、2002 年）等の刊 
行がある。さらに 2003 年からは、慶應義塾 
大学の石川透教授が中心になって奈良絵 
本・絵巻国際会議が開催され、その成果は『奈 
良絵本・絵巻研究』として刊行されている。 

また、近年の注目すべき展開としては、所 
蔵各機関によるインターネット上での作品 
公開が挙げられる。先述の国文学研究資料館、 
京都大学附属図書館、慶應義塾大学図書館は 
もとより、多くの大学や公立図書館で推進さ 
れており、より多くの作品を簡単に閲覧する 
ことが可能になりつつある。 

このように、奈良絵本・絵巻研究の環境は 
従来よりも格段に恵まれたものになりつつ 
ある。しかし、美術史においては、お伽草子 
を主題とする室町絵巻についての作品研究 

はあるものの、残念ながら奈良絵本・絵巻に 
ついての調査研究はほとんど進展していな 
いのが実状である。 

２．研究の目的 
（１）新出コレクションの調査 
本研究は、新出の江戸時代の絵入本及び絵 

巻コレクションを調査し、その全容を明らか 
にするとともに、併せて同種の作品群、特に 
奈良絵本・絵巻について可能な限り調査する 
ことを目的とする。そして、これらの調査を 
通じ、これまで美術史の分野では本格的な研 
究が進められていなかった江戸時代の絵入 
本及び絵巻、特に奈良絵本・絵巻について、 
美術史の見地から本文（詞書）と挿図（絵） 
の関係、表現の特質、制作と享受の関係、流 
布及び流通の状況などを考究する。さらに、 
それらの結果を踏まえ、これに先行する室町 
時代の絵入本及び絵巻との関係にも遡及し 
ながら、このように文学と絵画が一体化した 
作品群の特質及び意義等を考察する。 

（２）本研究の特色 
先述の「奈良絵本・絵巻」研究の現状で述 

べた如く、奈良絵本・絵巻に関する研究は、 
近年は主として国文学の分野で進められて 
きており、そこでの関心はもっぱら本文（詞 
書）あるいは書に向けられていた。挿図（絵） 
については、ほとんど論じられることがなく、 
たとえ論及される場合があっても、その内容 
は絵画史的見地からは充分であるとは言い 
難いものであった。 一方、美術史の分野では、 
これまで奈良絵本・絵巻は閑却視され、本格 
的な調査及び研究の対象となることはほと 
んどなかった。しかし、これらの作品群は、 
文学と絵画が密接に結びついたものであり、 
遡れば平安時代以来の物語絵の系譜に列な 
るものである。したがって、本文（詞書）と 
挿図（絵）については双方からの研究が不可 
欠であり、さらには両者を一体化して捉える 
必要がある。本研究は、新出コレクションの 
調査を契機として、美術史の視点から、特に 
その挿図（絵）に注目し、これと本文（詞書） 
との関係、及び表現の特質等を考察しようと 
するものであり、これにより、これまでの研 
究を補完するとともに、奈良絵本・絵巻につ 
いての総合的な研究を目指すものである。 
また、美術史においては、これまであまり 

顧みられることのなかった作品群を取り上 
げることにより、江戸時代の絵画史及び書道 
史の研究に新たな視点を加えることができ 
る。特に、本研究の中核は新出コレクション 
の調査であり、 10 件 27 冊及び６件 12巻とい 
う大量の新資料の紹介は、美術史だけでなく 
国文学及びその他の分野にも益するものが 
あると思われる。



３．研究の方法 
（１）新出コレクションの調査 
①調査及び撮影 

新出コレクションの調査にあたっては、ま 
ず全作品の基本データを収集するとともに 
撮影を実施した。絵入本については、表紙及 
び裏表紙を含む全頁を、絵巻については表紙 
及び見返しを含む全料紙を撮影した。なお、 
絵入本のうち四目綴の作品６件 14 冊につい 
ては、修理のため一旦綴じ糸を外し、その間 
に調査及び撮影を行うことができた。これに 
より、綴じ代部分を含む頁全体の調査及び撮 
影が可能になり、また一部については料紙の 
裏面も調査及び撮影した。 
②本文（詞書）の翻字及び絵の分析 

本文（詞書）の翻字を行い、一部の作品に 
ついては同主題の諸本と校合した。また、絵 
については、特に本文と絵の関係、図様構成、 
絵画様式等に注目しながら分析を行い、一部 
の作品については、同主題の諸本との図様比 
較を、あるいは同時代の絵画作品との様式比 
較を行った。 
③解題の作成 

①および②の成果を踏まえ、各作品の解題 
を作成した。 
④作品研究 

一部の作品については、個別に作品研究を 
行った。 

（２）関連作品の調査 
新出コレクションと関連性の高い作品、す 

なわち同主題の作品、あるいは絵画様式が近 
似すると思われる作品等を調査した。調査先 
は九州大学附属図書館、広島大学図書館、東 
洋大学附属図書館、東洋文庫、林原美術館等 
である。また、東京国立博物館資料館、東京 
国立文化財研究所等の写真資料を閲覧した。 

４．研究成果 
（１）新出コレクションの内容 

新出コレクションは絵入本10件 27 冊及び 
絵巻６件 12巻からなる。主題は古典、舞の 
本、お伽草子、風俗の四種に分類される。な 
お、風俗を描いた絵巻のうち１件は、詞書が 
なく絵のみである。以下、主題別に分類し、 
書誌情報（絵入本については題名・員数・形 
式・装丁・表紙・見返し・挿図数、絵巻につ 
いては題名・員数・表紙・見返し・段数）を 
略記する。 
①古典 
・「伊勢物語」３冊 大型縦本 綴葉装 金 

襴 金箔押 21／14／14 図 
・「白描伊勢物語絵巻」３巻 金襴 金銀箔 

散らし 17／17／16 段 
本作品は、表紙の付け間違いにより、中巻 
と下巻の内容が入れ替わっている。 

・「伊勢物語絵巻」２巻 紺紙金泥絵 金箔 

押 25／24 段 
・「徒然草」５冊 大型縦本 綴葉装 金襴 
金箔押 15／15／15／15／15 図 

②舞の本 
・「大織冠絵巻」２巻 金襴 金箔押 ６／ 
７段 
本作品は、本来の３巻のうち中巻を欠いて 
いる。 

・「ふしみときは」２冊 横本 四目綴 紺 
紙（空刷りによる文様あり） 白紙（本文 
料紙と同じ） ８／６図 

③お伽草紙 
・「いわや」３冊 横本 四目綴 紺紙金泥 
絵 金箔押 ８／８／８図 

・「きふねの本地」３冊 縦本 綴葉装 紺 
紙金泥絵 白紙（本文料紙と同じ） ５／ 
５／５図 

・「もんじゅ姫」２冊 縦本 綴葉装 金銀 
欄 金箔押 ７／６図 

・「あめわかみこ」２冊 大型縦本 四目綴 
紺紙金泥絵 金箔押 ８／７図 

・「むら松」３冊 大型縦本 四目綴 紺紙 
金泥絵 金箔押 ７／８／７図 

・「さるげんじ」２冊 大型縦本 四目綴 打 
曇紙 金箔押 ６／８図 

・「二十四孝」２冊 大型縦本 四目綴 紺 
紙金泥絵 金箔押 ７／７図 

・「浦島本地絵巻」１巻 金襴 金箔押し ６ 
段 

④風俗 
・「四季十二月絵巻」２巻 金襴 金箔散ら 
し 詞７段絵６段／詞７段絵６段 

・「工商絵巻」２巻 金襴 金箔押 絵１段 
／絵１段 

（２）新出コレクションの特色 
①内容 
新出コレクションの内容は上述の通りで 

ある。「伊勢物語」が３点あるのが注目され 
るが、冊子本、白描絵巻、著色絵巻と三者三 
様である。なお彩色絵巻の下巻巻末には「延 
寶七年（1679）霜月吉日」の奥書がある。絵 
入本は大型縦本、縦本、横本の三種が揃って 
おり、奈良絵本の展開を見ることができる。 
横本の「ふしみときは」は比較的早い時期の 
ものと思われ、同じく横本の「いわや」、縦 
本の「きふねの本地」がこれに次ぎ、大型縦 
本の「伊勢物語」「徒然草」「あめわかみこ」 
等はさらに下った時期のものと思われる。 
作品別に見ると、お伽草紙の「もんじゅ姫」 

が特に注目される。この作品については、こ 
れまで慶應義塾図書館本が唯一の伝本とさ 
れており、本作品はその二本目になる。本文 
は慶應義塾図書館本とほぼ同文であるが、異 
同箇所を検討した結果からは、どちらかとい 
えば本作品の方が正しい本文を伝えている 
と言えるだろう。挿図は同数であり、同じ場



面を描いているが、図様は必ずしも一致しな 
い。そのほかの作品については、古典、舞の 
本、お伽草紙ともよく流布した作品であり、 
類本も多い。 
②絵入本の表紙について 

絵入本 10件の表紙は、金襴あるいは金銀 
欄３件、紺紙金泥絵５件、紺紙（空刷りによ 
る文様あり）１件、打曇紙１件である。この 
うち紺紙金泥絵を表紙とする「二十四孝」及 
び「いわや」では、表紙の台紙に反古紙が使 
用されていることが判明した。紺紙の破れ目 
から台紙に書かれた墨書が見えていたのに 
注目し、赤外線撮影をしたところ、墨書を鮮 
明に写し出すことができた。 
③四目綴の綴じ代部分について 

四目綴の作品については、綴じ代部分はど 
うなっているのかという点に大きな関心が 
あったが、今回の調査では綴じ紐を外した状 
態での調査及び撮影が可能になり、この点に 
ついていくつかの発見があった。第一に、表 
紙及び見返しの折り返しは綴じ穴にかから 
ないように短く処理されている。第二に、本 
来の綴じ穴のほかに下綴じ用の穴が二組ず 
つあけられている。第三に、挿図については、 
料紙の端まで完全に絵を描く場合、途中から 
彩色を省略する場合、綴じ代となる部分に境 
界線を引き、そこには何も描かない場合があ 
り、それは作品によって、あるいは一つの作 
品のなかでも異なっている。第四に、挿図を 
省略したり、描かない場合には、余白となる 
部分に絵の番号を書き入れることがある。例 
えば「むら松」中巻の一枚目の絵の余白には 
「中の壱むら松」と書き入れられている。第 
五に、絵の端に境界線を思わせる直線が引か 
れたものがある。これは「二十四孝」の上巻 
二枚目及び下巻二枚目の絵に見られる。 
④絵入本の挿図裏面の書き入れについて 

四目綴の作品について、絵の裏面を調査し 
たところ、「さるげんじ」には「さるげんじ 
一」以下の番号が書き入れられ、上下巻の計 
十四図に一から十四までの通し番号が付さ 
れていた。また「もんじゅ姫」は綴葉装であ 
るが、絵は薄い料紙に描いたものを本文料紙 
に貼付している。その絵の料紙裏に同様に番 
号が書き入れられている。ただし、こちらは 
「文しゅひめ上の壱」「下の壱」とあり、上 
下巻で別に番号が打たれている。 

（３）作品研究 

新出コレクションの一部の作品について 
は、個別に作品研究を行った。塩出は「二十 
四孝」について、その概要をまとめ、特に料 
紙装飾を分析するとともに、本文を翻刻して 
諸本との校合を行った。さらに「ふしみとき 
は」を取り上げ、その概要をまとめ、本文を 
翻刻するとともに、本文及び挿図について諸 

本との関係を検討し、その位置付けを考察し 
た。また、中部は絵画作品の様式研究の立場 
から、江戸時代の絵入本及び絵巻に分類され 
る作品群の研究を試みた。これらの作品は様 
式的に極めて広範なものを含み、およそ一分 
野とは言い難い状況であるが、その中から特 
に華麗に装飾された「豪華本」の特質を考察 
するため、本コレクションの「むら松」及び 
「大織冠」を中心に、その特質を分析した。 
さらに、この両作品と共通する特色を示す作 
品を見出すことに努め、美術館及び大学図書 
館等に所蔵される作品の調査を試みた。宮崎 
は、本コレクション中に３件ある「伊勢物語」 
作品の中から白描絵巻３巻本を取り上げ、近 
年多くの作例が紹介されつつある江戸時代 
の白描物語絵の展開を追いながら、本作品の 
特徴を検討し、その位置づけを考察した。 
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